
 

 

 

 

 

［今後の対応策の具体的な検討状況］ 

 

資料８－１ 

地下ピットにおける 

水銀等ガス侵入防止対策（案） 

  



地下ピットにおける水銀等ガス侵入防止対策（案） 

 検討案１ 検討案２ 

■対策の考え方 ①遮蔽シートにより、水銀等ガスの侵入を大幅に低減 

②換気により、水銀等ガスの濃度上昇を防止 

①換気により、水銀等ガスの濃度上昇を防止 

②コンクリートにより、水銀等ガスの侵入を低減 

対

策

の

内

容 

床面防護 

・ 

換  気 

  
 

空気測定 年１２回（当面）※1 年１２回（当面）※1 

■契約＋工事期間※２ ２２か月 ８か月 

■総費用（６５年間）※２＝①+② ８５～９５億円 ４０～５０億円 

 

①工 事 費 ５０～５５億円 １５～２０億円 

②維持管理費（６５年間） ３５～４０億円 ２５～３０億円 

 

○ﾗﾝﾆﾝｸﾞ  ：換気電気代…約２００～３００万円/年（検討案２の 1/3 想定） 

○ﾒﾝﾃﾅﾝｽ  ：遮蔽シート…露出部を２０年毎に更新（約１０億円/回） 

換気設備 …２０年毎に更新（約４～５億円/回） 

○空気測定 ：約５００～６０００万円/年 

○ﾗﾝﾆﾝｸﾞ  ：換気電気代…６００～１０００万円/年 

○ﾒﾝﾃﾅﾝｽ  ：換気設備 …２０年毎に更新（約４～５億円/回） 

ｺﾝｸﾘｰﾄ  …３年毎の調査・補修（約１０００万円/回） 

目 地  …１０年毎に更新（約２０００万円/回） 

○空気測定 ：約５００万円/年～６０００万円/年 

留意すべき事項 
○ 遮蔽効果の確認 

・ 国内実績なし、米国実績あり 
・ 遮蔽性能、耐久性等の確認 

○ コンクリートのひび割れ抑制への配慮 
・ 調合 
・ 目地の設置 
・ チェックと補修 

○案１、２とも、万一、水銀等ガスの濃度が基準値等を超えた場合は仮設換気で対応 

※１ 当面（対策効果の確認期間）：１２回／年、１５か所（地下：青果、水仲、水産卸は３、加工パは１、１階：各棟１、外気１）、対策効果の確認後：２～４回／年、９か所（地下・１階：各棟１、外気１） 
※２「契約＋工事期間」、「総費用」は概算。今後、詳細検討により精査 

②床：コンクリート 

①換気 

専門家会議での測定結果による

1.6 回～2.6 回/日 

①床：遮蔽シート 

②換気 

必要に応じて運転
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